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Blind－ending bifid ureterの1例
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  A 12－year－old girl was admitted with complaint of proteinuria． IVP revealed a blind－ending

branch at the upper portion of the right ureter． The surgically resected branch showed all layers

of ureteral structures histologically． Postoperatively her proteinuria disappeared． Statistical studies

were done on the cases col］ected from Japanese literatures．

緒 言

 Blind－ending bifid ureter（盲管重複尿管）は不完

全重複尿管の1枝が途中で発育停止し，盲管に終る奇

形であり，従来きわめてまれなものとされていたが，

近年その報告も増えてきている．われわれは今回蛋白

尿を主訴とした12歳女子の本症を経験したので，本邦

報告例の統計を含め報告する．

症 例

 患 者 綱○加○子 12歳 女子．

 主 訴 蛋白尿

 既往歴 1979年6月過呼吸症候群のため，糸魚川病

院小児科lc 12日間入院したほか，特記することなし．

 家族歴 特記することなし．

 現病歴 1979年6月の学校健診で蛋白尿を指摘さ

れ，また前記入院中の尿検査でも蛋白尿がみられたた

めDIPをおこなったところ右尿管に異常がみられた

ので泌尿器科受診となった．

 現症 体格はやややせ型であるが，身長155．3cm，

体重35kg，可視粘膜に貧血，黄疽なく，心，肺の理

学的所見に異常なし．

 検査所見 赤血球数487×104，白血球数5600，Hb

13，39／d】，Ht 41．1％，白血球分画Seg 40， Lym．56，

Eos．1， Mono．3， BUN l l mg／dl，血清クレアチニン

O．5 mg／dl， Na 132 mEq！l， K 4，4 mEqfl， Cl 108 mEq

／1，」血清総蛋白7．29／dl， AIG比2．26， GoT 5， GPT

5，心電図正常，胸部レ線所見異常なし．尿所見では

蛋臼（JHr）280 mg／d1，沈渣で赤血球1視野4～5コ，

臼血球1視野8～10コ，PSP試験54％／15分，100％
／120分．

 膀胱鏡所見 膀胱粘膜，両側尿管口ともに異常な

し．

 レ線所見 KUBで結石陰影なく， DIPでは右腎

孟，腎杯はやや拡張し，右尿管は腎孟尿管移行部より

やや下方でやや狭くなるとともに，そのすぐ下方から

分離した別の尿管が正常尿管の内側を上行し，約3cm

のところで盲端に終っていた．（Fig．1）．

 右尿管口より尿管カテーテルを挿入し，テレビ透視

下に造影剤を注入すると，まず正常腎孟と尿管が造影

剤でみたされ，そのあとuretcro－uretero refluxによ

り盲管尿管に造影剤が入ってゆくことが確認された．

（Fig． 2）．

 以上の結果からblind－ending bifid ureterと診断，

尿路感染の存在が考えられることから抗生剤の投与を

おこなったが，主訴となった蛋臼尿や尿路感染がこう

した尿管の異常に基因する可能性があるため，1979年

8月1日全麻下に手術をおこなった．
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Fig． 3． microscopic appearance of bifid ureter

 手術所見 右上腹部斜切開にて後腹膜腔に達し，右

腎を剥離後腎孟尿管移行部をみるとレ線時に確認した

と同様な盲端尿管を見出したので，これを切除，尿管

壁は0～3カ日トグードで縫合した．剥出標本は長さ

3cmの正常尿管と見える管状構造物で，組織学的に

はFig・3のように，正常尿管にみられる移行上皮，

粘膜下結合織，筋層を有しており，炎症像はみられな

かった．

 術後経過 経過は順調で，術後7日目より蛋臼尿は

全く消失している，術後2ヵ月半でIVPをとってみ

ると右腎孟，腎杯にはやや拡張傾向がなお残っている

ものの尿管の狭窄像はみられていない．
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考 察 Table 2． Reported cases

 従来原因の如何を問わず，尿管腔の外方にこれと連

絡する嚢胞の存在する場合尿管憩室という名で呼ばれ

てきた（土屋）1）．しかしHerbet（1904）が剖検例で

最初に盲管重複尿管を報告して以来，この型のものを

尿管憩室とは区別すべきであるとの意見が生じ，多く

の論議を呼んでいる．本邦で最初に先天性尿管憩室症

例を報告した高橋・土屋（1938）2）は尿管憩室を先天

性（真性）と後天性（仮性）にわかち，この先天性は

盲管重複尿管も含まれるとして，この型のものも嚢状

形成があるかぎり憩室としてさしつかえないとしてい

る．しかしCulp（1947）3）はそれまでに尿管憩室と

して報告された症例を7型に分類し，そのなか1こは水

腎，尿管瘤，膀胱憩室，部分的水尿管なども含まれて

いるとしたが，盲管重複尿管と尿管憩室とは明らかに

区別すべきものと主張し，盲管重複尿管を（Table l）

のように定義した．すなわち盲管重複尿管とは正常尿

管と盲四面の分離角度が鋭角であること，組織学的に

尿管のすべての組織層を有することおよび最大直径の

2倍以上の長きがあることが必要としている．前述の

両者を区別しても臨床上有利ではないとの考えもある

が，最近では匹別して報告されるものが多いようであ

る．

Nα 発表者     年 患        発表名年度 性
    齢 側

文
献

Table L CulpのBling－ending bi丘d ureterの定義

1． Lumen： joins the lumen of ureter at a

  distinct angle

2． Wall： presents the same histologic coats as

  the ureter

3． Length： more than twice its greatest dia－

  meter

 本邦において尿管憩室または盲管重複尿管（盲端二

分尿管とも言われる）として報告されたもののうち，

明らかに先天性と思われるものは59例で，本症例を含

め60例である （Table 2）・次にこの60例について若干

の集計をおこなってみた．

 （1）報告名

 本邦症例の報告名とCulpの分類を比較してみる

とTable 3に示すとおりで，盲端重複尿管の46例中

13例が憩室の名で発表されている．

 ② 性別，年齢

 男女差はなく（Table 4），年齢は2歳から75歳にお

よび，先天性疾患のためか20～30歳台までの比較的
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高橋・三好 1929

高橋・土屋 1938

岩下    1939

田中    1952

多田・新谷1955

百瀬ほか  1957

金沢・瀬川 1958

高井・堀米 1960

友吉・久世 1961

岡・菅野  1961

大森・沢西 1963

重松ほか  1965

島木・亀田 1965

永野ほか  1967

生駒ほか  1967

結城    1967

高安ほか  1967

武田・古田嶋1967

平川ほか  1969

吉邑・福岡 工970

松木ほか  1971

 ” 1971
大矢    1971

小原・後藤 1971

勝岡篭まカi   1971

原     1971

加藤・山下 1972

岩田・中薗 1972

桧垣ほか    1973

徳江・浅野 1973

岡田ほか  1973

笠原・亀谷 1973

今川ほか  1973

広野・藤間 1973

佐々木ほか 1974

斯波ほか  1974

FH脇1まカ＞   1974
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南・大塚  1974
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♂ 39 右

♂ 23 右

♂ 37 右

♀ 2 右
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♀ 50 右
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♀ 57 右
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♀ 43 右

♂ 12 右
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48平田ほか  1975 ♂ 23左

49鈴木ほか  1976 ♀ 12 両

50小屋ほか  1976 ♂

51徳原・古謝 1976 ♀

52 久島ほか  1976 ♀

53 松尾ほか  1976 ♀

54 塚原ほか  1977 ♀

55 大西ほか  1977 ♂

56斉藤・大黒 1977 ♀

57広瀬ほか  1978 ♀

58 陳・大井  1979 ♂

59高田ほか  1979 ♂

60 自験別   1980 ♀
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Table 3．

〈報告名〉

Comparison of reported name and

Culp’s classification

〈Oulpの分類〉

奇  形

のう腫

憩  室

1）ll＞ ，．憩

26

o12g

室

盲管重複尿管 33

1不  明

》46盲鞭複尿管

計60例（61尿管）

若年のうちに発見されているのが多いようである
（Table 5）．

 （3）左右別，分岐位置

 患側は両側1例のほか，右側がやや多いようであ

る．分岐位置では川口ら44）にならい，腎孟尿管移行部

より4 cm以内を上，膀胱より5～10cmのものを

中，尿管口より5cm以内を下とわけてみると，憩室

では差がないが，盲端重複尿管では下部，中部，上部

の順であった（Table 6，7）．

 （4）臨床症状，合併症

 臨床症状はTable 8のとおりで，腹痛が最も多

く，本症例にみられた蛋臼尿も6例にみとめられてい

るが，Table 9のように合併症もいろいろあり，症状

はむしろこうした合併症のためで本症はたまたま発見

されたと．ｾえる場．合もある．合併症のなかではとくに

結石が多く，盲管内にみられるものもあることや，患

側に水腎のみられたものが8例あったことなどが注目

される．

 〈5）治療

 61尿管についての治療はTable lOに示すとおり

で，腎剥除も3例におこなわれているが，これは腎の

感染があった場合で，多くが憩室や盲端枝の別除をお

こなわれている．しかし無症状の場合は放置きれるこ

ともある．

Table 4． Sex

尿管憩室 盲管重複尿管 不明 計

男 7 23 o 30

女 7 22 1， 30

計 14 45 1 60

  Table 5． Age

2～75歳

尿管憩室 盲管重複尿管 不明 計

15歳以下

16一一30

31 一一 40

41 一50

50一

2

3

3

2

4

6

19

13

4

3

1

8

22

16

7

7

計 14 45 1 60
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尿管憩室 盲管車』複尿管  不明 計

左．

右

両

不明：

5

9

o

o

17

26

 1

 1

o

－1

o

o

22・

36

 1

 1

計 14 45 1 60．例

Table 7． Position

尿管憩室  盲管重複尿管  不明 計

上

中

下

不明

4

14

21

7

o

o

o

1

8

17

26

10

計 14 46 1
61尿管

Tabie 8． Clinical sympomes Table 9． Complications

腹  痛 21例 結 石

血尿（含む顕微鏡的血尿）

発   熱

尿路感染症

腰   痛

蛋 白尿

腹部腫瘍

結石の疑い

排尿困難

高血圧

尿失禁

尿中異常細胞

11

10

9

9

6

4

2

2

1

1

1

       結    語

 蛋白尿を主訴とした12歳，女子に盲端重複尿管を発

見し，合併した尿路感染や蛋白尿がこれに由来する可

能性を考え別除術をおこなったところ，術後蛋白尿の

消失をみ，尿路感染も再発しなかった．あわせて本邦

報告例60例につき統計的観察をおこなった．

．本症例の要旨は第301回日本泌尿器科学会北陸地方会で報

盲管内

同  側

反対側

両 側

不  明

水 腎（同側）

VVR   同  側

     反対側

膀胱炎

尿路感染症

重複腎孟尿管

腎機能低下

尿管瘤

膀胱腫瘍

前立腺肥大症

反対側尿管狭窄

同側感染性三下垂

3

2

2

1

1

？｝

2｝

9例

8

3

5

2

1

1

1

1

1

1
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 Table 10． Treatments

尿管憩室  盲管重複尿管 不明 繊

細治療

別  除

腎別除

不  明

2

7

3

2

14

32

0

0

o

o

o

1

16尿管

39

3

3

計 14 46 1 61

乱した．

 御協力頂いた厚生連糸魚川病院小児科小栗絢子先生に感謝

する．
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